
24

Business Labor Trend  2005.5

景
気
回
復
期
に
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勤
労
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意
識
の
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は
じ
め
に 

 

連
合
総
研
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
毎
年
四

月
と
一
〇
月
に
「
勤
労
者
の
仕
事
と
暮
ら
し

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
①
わ
が
国
経
済
の

動
向
と
雇
用
・
生
活
の
現
状
を
勤
労
者
の
意

識
の
面
か
ら
明
ら
か
に
し
、
当
面
す
る
経
済

情
勢
の
判
断
材
料
を
得
る
こ
と
、
②
雇
用
や

生
活
に
つ
い
て
の
不
安
や
満
足
度
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
生
活
改
善
の
た
め
の
諸
課
題

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
勤
労

者
が
景
気
や
雇
用
の
動
向
を
敏
感
に
認
識
し
、

そ
れ
が
時
間
的
に
多
少
の
ズ
レ
を
伴
い
な
が

ら
も
、
景
気
動
向
指
数
や
労
働
経
済
指
標
と

ほ
ぼ
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

以
下
、
三
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記

録
し
雇
用
状
況
が
悪
化
し
た
二
〇
〇
一
年
か

ら
今
日
の
景
気
回
復
に
い
た
る
ま
で
の
間
に

お
け
る
勤
労
者
の
景
気
・
雇
用
・
生
活
に
関

す
る
意
識
（
認
識
）
の
変
化
を
概
観
す
る
。 

   

１
．景
気
に
関
す
る
勤
労
者
の 

　
　 

認
識
―
景
気
動
向
と 

　
　 

勤
め
先
の
経
営
状
況 

 

ま
ず
、
景
気
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
こ

の
四
年
間
の
推
移
を
み
よ
う
。
景
気
の
現
状

お
よ
び
一
年
後
の
見
通
し
に
関
す
る
回
答
を

指
数
（D

.I.= D
iffusion Index

以
下
Ｄ
Ｉ
）

で
み
る
と
、
二
〇
〇
一
年
四
月
に
第
一
回
調

査
を
開
始
し
て
か
ら
暫
く
の
間
は
、
〈
悪
く

な
っ
た（
悪
く
な
る
）〉
が
〈
良
く
な
っ
た（
良

く
な
る
）〉
を
上
回
っ
て
推
移
し
た（
図
表
１
）。

そ
れ
が
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
か
ら
回
復
基

調
と
な
り
、
ま
ず
「
見
通
し
」
が
プ
ラ
ス
に

転
じ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年

四
月
か
ら
「
現
状
」
も
プ
ラ
ス
に

転
じ
た
。
実
際
の
景
気
は
二
〇
〇

二
年
は
じ
め
か
ら
回
復
に
転
じ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
暫
く
の
間

は
景
気
回
復
が
雇
用
者
に
は
実
感

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

勤
め
先
の
経
営
状
況
に
対
す
る

認
識
を
指
数
（
Ｄ
Ｉ
）
で
み
る
と
、

景
気
Ｄ
Ｉ
と
同
じ
く
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
か
ら
改
善
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
が

続
い
て
お
り
、
〈
良
く
な
い
〉
が

〈
好
調
で
あ
る
〉
を
上
回
っ
て
い

る（
図
表
２
）。
産
業
別
で
は
、
二

〇
〇
一
年
一
〇
月
の
第
二
回
調
査

で
最
も
状
況
の
厳
し
か
っ
た
製
造

業
が
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
に
は
唯

一
指
数
が
プ
ラ
ス
に
な
る
一
方
で
、

建
設
業
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
企
業
規
模
別
で
は
、
従

業
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
二
〇
〇

四
年
一
〇
月
の
調
査
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
た
が
、
従
業
員
九
九
人
以
下
、

と
り
わ
け
二
九
人
以
下
の
小
企
業
で
は
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
景

気
が
回
復
す
る
な
か
で
企
業
の
経
営
状
況
の

改
善
が
一
部
分
で
し
か
進
ん
で
い
な
い
こ
と

が
こ
の
調
査
結
果
か
ら
も
よ
く
わ
か
る
。 

 

   

２
．雇
用
・
労
働
に
関
す
る
勤
労 

　
　 

者
の
認
識
―
勤
め
先
で
の 

　
　 

不
安
と
そ
の
対
処 

　
次
に
、
当
調
査
で
力
点
を
置
い
て
い
る
、

勤
め
先
で
の
雇
用
、
仕
事
お
よ
び
労
働
条
件

に
関
す
る
雇
用
者
の
認
識
の
特
徴
と
そ
の
変

化
を
順
に
み
て
い
こ
う
。 

   

（
１
）仕
事
や
労
働
条
件
低
下
へ
の
不
安 

　
勤
め
先
の
会
社
で
、
仕
事
に
つ
い
て
の
不

安
や
、
賃
金
、
昇
進
、
職
場
環
境
な
ど
労
働

図表2　勤務先の現在の経営状況・業績（Ｄ．Ｉ．） 
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条
件
が
低
下
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
不
安
を

感
じ
る
雇
用
者
の
割
合
は
、
二
〇
〇
一
年
一

〇
月
の
第
二
回
調
査
で
約
七
割
（
七
〇
・
六

％
）
と
最
も
高
く
、
そ
の
後
徐
々
に
低
下
し

た（
図
表
３
）。
二
〇
〇
三
年
四
月
に
上
昇
し

た
後
、
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
再
び
低
下
す

る
基
調
に
あ
る
が
、
直
近
の
二
〇
〇
四
年
一

〇
月
で
五
六
・
二
％
と
、
依
然
と
し
て
雇
用

者
の
半
数
を
超
え
て
い
る
。 

 

〈
不
安
を
感
じ
る
〉
割
合
は
、
勤
め
先
の

会
社
の
経
営
状
況
と
大
き
な
連
関
を
も
っ
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
経

営
状
況
が
〈
良
く
な
い
〉
と
す
る
雇
用
者
で

は
〈
不
安
を
感
じ
る
〉
割
合
が
際
立
っ
て
高

く
、
こ
の
間
八
〇
％
強
の
水
準
で
推
移
し
て

い
る
。 

 

こ
の
う
ち
、
主
に
感
じ
る
不
安
の
内
容
に

関
し
て
（
複
数
回
答
）
は
「
労
働
条
件
が
低

下
す
る
不
安
」
が
七
割
強
、
「
仕
事
に
つ
い

て
の
不
安
」
が
五
割
前
後
の
割
合
で
推
移
し

て
い
る
。 

 

　 
 

（
２
）失
業
へ
の
不
安 

 

一
年
以
内
に
失
業
す
る
不
安
を
感
じ
る
雇

用
者
の
割
合
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
の
第

二
回
調
査
で
二
六
・
七
％
と
四
人
に
一
人
を

超
え
て
い
た（
図
表
４
）。
そ
の
後
、
多
少
波

う
ち
な
が
ら
も
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
若
干

の
改
善
が
み
ら
れ
、
直
近
の
二
〇
〇
四
年
一

〇
月
で
は
一
八
・
九
％
と
約
五
人
に
一
人
の

割
合
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
雇
用
関
係
の
指

標
は
景
気
に
対
し
て
遅
行
す
る
が
、
雇
用
者

の
認
識
で
も
同
様
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
お

り
、
景
気
や
勤
め
先
の
経
営
状
況
の
改
善
か

ら
半
年
遅
れ
で
失
業
不
安
が
低
下
し
て
い
る
。 

 

〈
不
安
を
感
じ
る
〉
割
合
は
、
「
仕
事
や

労
働
条
件
低
下
へ
の
不
安
」
と
同
じ
く
、
勤

め
先
の
会
社
の
経
営
状
況
と
大
き
な
連
関
を

も
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
経
営
状
況

が
〈
良
く
な
い
〉
と
す
る
雇
用
者
で
は
〈
不

安
を
感
じ
る
〉
が
際
立
っ
て
高
く
、
こ
の
間

三
〇
％
前
後
の
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
産

業
別
で
は
建
設
業
、
企
業
規
模
別
で
は
従
業

員
九
九
人
以
下
の
小
企
業
で
割
合
が
高
く
、

年
代
別
で
は
、
四
〇
代
・
五
〇
代
で
割
合
が

高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

　
も
し
仮
に
失
業
し
た
場
合
、
今
の
勤
め
先

と
同
じ
よ
う
な
条
件
で
次
の
仕
事
を
見
つ
け

る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
雇
用
者
は
、

全
体
の
約
三
分
の
二
（
「
見
つ
け
る
の
は
時

間
が
か
か
る
」
と
「
見
つ
け
る
の
は
か
な
り

大
変
」
の
合
計
）
で
推
移
し
て
お
り
、
二
〇

〇
四
年
四
月
以
降
わ
ず
か
に
低
下
し
て
い
る

（
図
表
５
）。
年
代
が
上
が
る
ほ
ど
こ
の
割
合

が
高
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
中
高
年
層
に
お

け
る
再
就
職
の
難
し
さ
が
雇
用
者
の
認
識
か 
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ら
も
う
か
が
え
る
。 

   
（
３
）賃
金
収
入
の
現
状
と
見
通
し 

　
賃
金
収
入
の
増
減
に
関
す
る
現
状
と
今
後

一
年
間
の
見
通
し
を
指
数
（
Ｄ
Ｉ
）
で
み
る

と
、
二
〇
〇
三
年
四
月
を
底
に
し
て
若
干
の

改
善
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
マ

イ
ナ
ス
で
あ
り
、
〈
減
っ
た（
減
る
）〉
が
〈
増

え
た（
増
え
る
）〉
を
上
回
っ
て
い
る（
図
表

６
）。
直
近
の
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
の
調
査

で
は
「
見
通
し
」
に
関
す
る
改
善
度
合
い
が

頭
打
ち
と
な
っ
て
お
り
、
家
計
部
門
の
所
得

環
境
の
改
善
が
先
行
き
な
か
な
か
進
み
そ
う

に
な
い
状
況
が
う
か
が
え
る
。 

 

年
代
別
で
は
、
年
代
が
上
が
る
ほ
ど
現
状

の
賃
金
低
下
の
度
合
い
や
今
後
に
対
す
る
悲

観
的
な
見
通
し
の
度
合
い
が
高
い
の
が
特
徴

で
あ
る
。 

   

（
４
）勤
務
先
で
の
状
況
変
化 

　
雇
用
者
の
多
く
が
勤
め
先
で
不
安
を
感
じ

る
な
か
、
職
場
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
の
変

化
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
勤

め
先
で
起
き
て
い
る
、
ま
た
は
起
こ
り
う
る

状
況
の
変
化
（
複
数
回
答
）
に
関
す
る
認
識

を
み
る
と
、
「
賃
金
低
下
も
あ
り
う
る
賃
金

制
度
の
導
入
」
の
割
合
が
最
も
高
い（
図
表

７
）。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
の
第
二

回
調
査
で
最
も
高
か
っ
た
「
人
員
削
減
の
実

施
」
の
割
合
が
大
き
く
低
下
す
る
一
方
で
、

「
労
働
時
間
が
長
く
な
る
」
の
割
合
が
漸
増

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
こ
の
間
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
。
人
員
の
ス
リ
ム
化
に
よ
る
一
人
ひ

と
り
の
業
務
負
荷
の
高
ま
り
が
そ
の
背
景
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
  

 

（
５
）雇
用
不
安
に
対
す
る
自
己
防
衛
策 

 

雇
用
不
安
に
対
し
て
〈
何
ら
か
の
自
己
防

衛
を
行
っ
て
い
る
〉
割
合
は
、
二
〇
〇
二
年

四
月
か
ら
六
割
強
で
推
移
し
、
大
き
な
変
化

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
直
近
の
二
〇
〇
四

年
一
〇
月
で
は
わ
ず
か
に
低
下
し
た（
図
表

８
）。
こ
の
う
ち
、
「
生
計
費
を
節
約
し
て

い
る
」
が
四
割
前
後
と
最
も
割
合
が
高
く
、

二
〇
〇
四
年
四
月
ま
で
増
加
し
続
け
た
。
年

代
別
に
み
る
と
、
「
生
計
費
を
節
約
し
て
い

る
」
は
年
代
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て
割
合

が
高
く
な
る
の
に
対
し
て
、
「
自
費
で
仕
事
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や
転
職
に
役
立
つ
勉
強
を
し
て
い
る
」
は
そ

の
逆
の
傾
向
に
あ
り
、
年
代
に
よ
る
自
己
防

衛
策
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。 

   

（
６
）今
の
勤
め
先
を
変
わ
り
た
い
か 

　
勤
め
先
の
会
社
を
変
わ
り
た
い
か
と
の
設

問
へ
の
回
答
は
、
「
変
わ
り
た
い
」
が
、
約

三
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
一

〇
月
か
ら
増
加
傾
向
に
転
じ
て
い
る（
図
表

９
）。
こ
れ
を
年
代
別
に
み
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
代
間
の
差
が
顕
著
で
あ
り
、
二
〇
代

が
直
近
三
回
の
調
査
で
約
五
割
と
際
だ
っ
て

高
い
。
年
代
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て
割
合

が
低
く
な
っ
て
お
り
、
中
高
年
層
に
お
け
る

再
就
職
の
難
し
さ
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。 

 

「
変
わ
り
た
い
」
理
由
は
、
二
〇
〇
四
年

一
〇
月
の
調
査
で
「
賃
金
が
低
い
か
ら
」
が

最
も
割
合
が
高
く
、
そ
れ
ま
で
首
位
で
あ
っ

た
「
会
社
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
た
か
ら
」

を
わ
ず
か
に
抜
い
た（
図
表
１０
）。
こ
れ
を
年

代
別
に
み
る
と
、
四
〇
代
・
五
〇
代
で
「
会

社
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
た
か
ら
」
の
割
合

が
高
く
、
二
〇
代
・
三
〇
代
と
顕
著
な
差
が

み
ら
れ
る
。 

   

３
．生
活
に
関
す
る
勤
労
者
の 

　
　 

認
識
―
暮
し
向
き
・
世
帯 

　
　 

消
費 

 
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
景
気
や
勤

め
先
の
状
況
変
化
が
、
雇
用
者
の
生
活
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
か
、
暮

ら
し
向
き
と
世
帯
消
費
に
関
す
る
認
識
の
推

移
を
み
よ
う
。 

   

（
１
）暮
ら
し
向
き 

　
一
年
前
と
比
べ
た
暮
ら
し
向
き
と
今
後
一

年
間
の
見
通
し
を
指
数
（
Ｄ
Ｉ
）
で
み
る
と
、

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
か
ら
若
干
の
改
善
が
み

ら
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
が
続
い

て
い
る（
図
表
１１
）。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
賃

金
収
入
Ｄ
Ｉ
と
よ
く
似
て
お
り
、
賃
金
収
入

の
動
向
が
暮
ら
し
向
き
の
認
識
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
年
代
別
の
特

徴
も
、
賃
金
収
入
の
場
合
と

同
様
で
あ
り
、
年
代
が
上
が

る
に
し
た
が
っ
て
現
状
の
暮

ら
し
向
き
の
低
下
度
合
い
や

今
後
に
対
す
る
悲
観
的
な
見
通
し
の
度
合
い

が
高
い
。 

   

（
２
）世
帯
消
費 

　
一
年
前
と
比
べ
た
世
帯
全
体
の
消
費
と
今

後
一
年
間
の
見
通
し
を
指
数
（
Ｄ
Ｉ
）
で
み

る
と
、
二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
「
現
状
」
・

「
見
通
し
」
の
回
復
が
続
い
て
い
る（
図
表

１２
）。
し
か
し
、「
見
通
し
」
が
「
現
状
」
を

常
に
下
回
る
と
と
も
に
、
直
近
の
二
〇
〇
四

年
一
〇
月
の
調
査
で
は
「
見
通
し
」
に
つ
い

て
の
改
善
幅
が
ご
く
わ
ず
か
な
も
の
に
と
ど 
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ま
っ
て
お
り
、
先
行
き
の
消
費
に
対
す
る
慎

重
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。 

   

お
わ
り
に 

　
勤
労
者
の
景
気
や
雇
用
に
関
す
る
認
識
の

ト
レ
ン
ド
は
、
実
際
の
景
気
動
向
や
労
働
経

済
指
標
の
後
を
追
い
な
が
ら
、
ほ
ぼ
連
動
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

そ
の
な
か
で
、
勤
労
者
の
雇
用
・
生
活
は

改
善
基
調
に
あ
る
が
、
五
人
に
一
人
が
失
業

不
安
を
感
じ
、
職
場
で
の
業
務
負
荷
が
高
ま

る
一
方
で
賃
金
収
入
の
増
加
に
多
く
の
期
待

が
持
て
な
い
な
ど
、
な
お
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
今
後
こ
れ
ら
の
改
善
が
順
調

に
進
ま
な
い
場
合
に
は
、
こ
こ
の

と
こ
ろ
回
復
を
続
け
て
い
る
世
帯

消
費
や
景
気
へ
の
悪
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。 

　
雇
用
・
生
活
の
厳
し
さ
の
背
景

に
は
、
企
業
の
経
営
状
況
が
産
業

別
・
企
業
規
模
別
に
異
な
る
な
ど

状
況
の
改
善
が
一
部
分
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
や
、
企
業
間
の
競

争
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
で
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
な
お
厳
し
い

こ
と
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本

全
体
で
み
れ
ば
企
業
の
経
営
体
質

は
着
実
に
強
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、

人
件
費
負
担
も
減
っ
て
い
る
。
そ

ろ
そ
ろ
景
気
回
復
の
恩
恵
が
企
業

の
体
質
強
化
を
支
え
て
き
た
勤
労

者
に
ま
わ
っ
て
き
て
も
良
さ
そ
う

な
も
の
で
あ
る
。 

 

景
気
を
本
格
的
な
回
復
軌
道
に

の
せ
、
デ
フ
レ
脱
却
の
道
筋
を
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
消

費
拡
大
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る

雇
用
・
労
働
諸
条
件
の
不
安
解
消

や
所
得
環
境
の
改
善
に
対
す
る
企
業
部
門
の

努
力
が
求
め
ら
れ
る
。 

  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

川
島
千
裕
（
か
わ
し
ま
・
ち
ひ
ろ
） 

 

連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
研
究
員

。 
 

一
九
六
三
年
東
京
生
ま
れ
。
八
七
年
新
日

本
製
鐵
株
式
会
社
入
社
。
九
二
年
よ
り
新
日

本
製
鉄
本
社
労
働
組
合
執
行
委
員
、
同
組
合

長
を
経
て
、
二
〇
〇
三
年
よ
り
基
幹
労
連
か

ら
の
派
遣
で
現
職
。 

連合総研「勤労者の仕事と暮らしについてのアンケート調査」の実施概要 

１．調査目的 
 日本の景気動向や仕事と暮らしについての勤労者の
認識を定期的に把握することによって、景気・雇用・
生活の動向を明らかにする。2001年４月に第１回調査
を開始して、以降毎年４月と10月に定期的に調査を実
施し、昨年10月で第８回目となる。 
 
２．調査の対象 
 首都圏および関西圏に居住する20代～50代の民間企
業に勤める雇用者 
 
３．サンプル数および抽出方法 
　　（数値等は2004年10月調査時） 
 「平成14年就業構造基本調査」の首都圏および関西
圏における雇用者の性別･年齢階層別・雇用形態（正
社員、パート・アルバイト）別の分布を考慮した上で
サンプル割付基準を作成した。この割付基準に基づい
て(株)インテージのモニター（全国約22万人）の中か
ら、首都圏、関西圏に居住する900名を抽出し、郵送
自記入式のアンケート調査票を配布した。有効回収率

は、毎回概ね90％前後である。 
 
４．調査時期 
 毎年４月および10月初旬の約10日間 
 
５．調査項目 
 質問の内容は、毎回共通である定例項目、調査の都
度設定するトピックス項目、ならびにフェイスシート
項目からなっている。 
 
６．集計上の特記事項 
　第１回調査（2001年４月）では、モニター登録時に
しか就業状況を把握していなかったため、全数ベース
（回答者総数）でしか集計できない。したがって、雇
用者ベースの集計・分析は、第２回調査（2001年10月）
から行っている。 
 
 
※連合総研ホームページに調査結果の全文を掲載。 
（http://www.rengo-soken.or.jp/） 




